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１．背景・目的 

  鶴見川流域の広報では、鶴見川流域水マスタープランの

推進を図るため、流域全体に対し理解が深まるよう情報発

信を行ってきたところである。 

また、鶴見川流域センターでは、流域市民に対し水マ

スタープランの理解が深まるよう情報発信、施設管理運

営、団体対応及び学習会を実施してきたところであり、

開館してより平成 31 年までは月平均

2,000 人以上の来場者がいたが、令和 2

年以降はコロナ禍により休館等広報活動

を縮小せざるを得ず、従来の広報活動が

できなくなってしまった。 

   そのため、新たな情報発信として、

WEB 環境等を利用することにより新しい

取り組みを行うこととした。 

 

２．従来型広報 

   従来では、鶴見川流域センターに訪問頂き、館内の展示物等の見学やスタッフの

解説、団体対応、学習会等イベントへの参加を通じて水マスや鶴見川流域について

の理解を深めて頂くという接触型の広報を行っていた。 

 

３．新たな取り組み（Web を用いた広報） 

鶴見川流域センターで行っていた以下の広報活動を Web（Facebook、Zoom 等）に

て行うこととした。 

・情報発信（流域センターNews 火曜を除く毎日発信） 

・団体対応（小学校の教室と流域センターをつないで Web 授業を実施） 

・学習会（オンラインで現地とつなぎ「水のろ過実験」等を行った） 
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団体対応：各教室と流域センターをつないで Web 授業を実施 

 



３．結果 

  Facebook のアクセス数については、開始した 4～5 月が最も多く、それ以降は徐々

に下がり現在では横ばいとなっている。 

  団体対応については、夏休

みの研究課題に取り組む小学

生からの申込みが多かったた

め 7 月の対応が最も多く 10 月

以降は減少傾向にある。 

  Facebook においては、早い

情報発信が肝心のため、情報

の発信の迅速化、学習会等に

ついては研究課題等魅力のあ

る内容の発信、実施する時期

等の工夫が必要である。 

しかし、アンケートにもあ

るとおり、県外や海外（ノルウ

ェー）からの参加者もおり、

Web 環境を用いることでより

広範囲の方々に広報ができることも確認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

   鶴見川流域の広報については、流域市民に対し鶴見川流域水マスタープランに

ついて理解が深まるよう情報発信を行っている。 

コロナ禍により、対面型広報を縮小せざるを得ず、Web による広報を行ってきた

が、まだ、始めたばかりであるため試行錯誤を繰り返しながら情報発信を行ってい

るところである。 

アンケート結果からは、「Zoom や動画を見るだけでも楽しめた」、「子供他にと

っては貴重な学習の機会となっている」等の好意的な意見があり、Web の広報を試

みたことには一定の成果があったと思われる。 

一方、学習会については、実際に体験したい、現場を見たいとの意見もあること

から、対面型広報と Web 配信を組み合わせて行うなどの方法も考えられる。 

今後はアンケートの意見を踏まえ改善していくとともに、今後も継続して実施

していきたいと考えている。 


